
−109−

【
凡
例
】

一
　
本
訳
注
は
、
王
畿
『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
巻
十
三
（
序
類
）
の
訳
注
で
あ
る
。
参
加
者
は
田
中
正
樹
（
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
員
）・
山
路
裕
（
二
松
学

舎
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
）・
陳
鵬
飛
（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
で
あ
る
。

二
　
底
本
に
は
万
暦
十
六
年
蕭
良
幹
刊
『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
二
十
巻
（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
所
収
）
を
用
い
る
。
校
勘
に
は
、
万
暦
四
十
七
年
丁
賓
刊
『
龍

谿
王
先
生
全
集
』
二
十
二
巻
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
を
用
い
、
注
記
の
際
は
「
重
刊
丁
賓
本
」
と
略
称
す
る
。

三
　
本
稿
の
構
成
は
【
原
文
】【
校
勘
】【
訓
読
】【
現
代
語
訳
】【
語
釈
】
の
順
に
構
成
さ
れ
る
。
な
お
、
必
要
が
あ
っ
て
補
説
や
資
料
を
加
え
る
際
に
は
、【
語

釈
】
の
あ
と
に
加
え
る
。

四
　
原
文
に
は
、
語
釈
に
対
応
す
る
番
号
を
右
傍
に
附
す
。
ま
た
、
文
意
や
理
解
を
助
け
る
た
め
に
訳
者
が
補
っ
た
言
葉
は
〔
　 

〕
で
示
し
、
言
い
換
え
や
解

説
的
な
補
足
の
た
め
の
言
葉
は
（
　 

）
で
示
し
た
。

『
龍
溪
王
先
生
全
集
』
巻
十
三
訳
注
（
七
）

二
松
学
舎
大
学
宋
明
資
料
輪
読
会
王
龍
溪
班

山
　
路
　
　
　
裕
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「
鄒
東
郭
先
生
續
摘
稿
序
」

【
原
文
】

①嘉
靖
乙
酉
秋
、
予
偕
緒
山
子
赴
冲
玄
之
會
、
道
出
睦
州
。
②少

府
對
崖
周
子
示
予
以
③東

廓
先
生
之
集
、
曰
「
此
第
三
續
稿
也
」、
且
屬
之
言
。

予
惟
先
生
之
集
傳
于
人
久
矣
、
初
稿
刻
于
廣
徳
、
次
刻
于
維
揚
、
今
復
刻
于
睦
州
。
雖
其
前
後
所
見
不
無
淺
深
精
粗
之
異
、
而
④脩

詞
命
意
、
⑤一

惟
師
説
之
守
、
則
先
後
反
覆
、
未
嘗
少
有
所
變
也
。

先
師
之
説
以
良
知
為
宗
。
⑥良

知
者
、
本
性
之
靈
、
誠
之
原
而
物
之
則
也
。
意
者
其
幾
也
。
物
者
其
日
可
見
之
行
。
觸
幾
而
應
、
應
而
常
寂
、

因
物
而
感
、
感
而
常
静
。
虚
實
相
生
、
有
無
相
形
、
不
可
以
致
詰
。
是
義
也
、
及
門
之
士
、
孰
不
聞
之
、
孰
不
能
言
之
。
然
能
實
致
其
知
、
守

而
不
變
者
、
盖
鮮
其
儔
。
以
先
生
之
才
力
譽
望
、
有
足
自
命
、
使
其
更
加
一
説
以
抗
之
、
亦
足
以
章
教
而
鳴
世
、
而
先
生
之
心
、
則
有
所
不
忍

也
。夫

學
之
不
明
、
千
百
年
于
茲
。
世
之
學
者
、
沿
習
于
意
見
之
偏
、
測
度
假
借
、
非
溺
于
虚
妄
、
則
入
于
支
離
、
⑦中

行
既
鮮
、
⑧法

守
無
稽
。
而

先
師
首
倡
良
知
之
説
、
以
一
人
呶
呶
其
間
、
寖
幽
寖
明
、
僅
僅
以
有
今
日
、
盖
亦
艱
矣
。
所
幸
良
知
在
人
、
不
容
自
泯
、
苟
非
泥
于
意
見
、
⑨先

横
不
然
之
心
、
未
有
聞
之
而
不
信
者
。
吾
人
相
與
一
意
發
明
、
⑩宣

暢
而
引
長
之
、
猶
恐
告
者
之
瀆
而
信
者
之
未
至
。
况
忍
更
加
一
説
、
以
滋
其

惑
乎
。

⑪昔
者
孔
子
之
門
人
、
各
以
其
所
見
為
學
、
而
後
⑫散

之
四
方
、
莫
相
統
一
、
故
傳
之
不
能
無
弊
。
求
其
深
信
不
失
其
宗
者
、
顔
・
曽
氏
之
外
無

聞
焉
。
是
雖
同
為
⑬誦

法
孔
子
、
而
⑭意

見
之
私
、
有
以
累
之
也
。
今
日
之
弊
、
亦
居
然
可
見
矣
。
⑮先

生
服
膺
良
知
之
訓
、
縁
聞
而
修
、
求
入
于
悟
。

寡
欲
以
為
静
、
非
為
虚
也
。
應
物
以
為
常
、
非
為
支
也
。
⑯教

學
相
長
、
以
教
為
學
、
不
以
所
得
為
有
餘
。
而
以
習
見
難
舎
、
未
能
通
微
、
以
復

完
本
體
為
不
足
。
其
用
心
可
謂
勤
矣
。
譬
之
克
⑰家

之
子
、
日
勤
幹
蠱
、
謹
守
家
法
、
惟
恐
有
所
更
改
廢
墜
、
以
陥
于
不
孝
。
此
正
同
門
之
所
不
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能
及
、
學
之
日
躋
于
精
深
而
未
已
也
。

⑱常
語
學
者
曰
、「
後
世
講
學
、
自
習
染
之
後
言
之
、
退
然
以
聖
人
為
不
可
及
、
而
不
察
良
知
本
體
原
與
堯
舜
無
異
。
⑲是

自
畫
也
。
⑳或

失
則
餒
。

其
或
傲
然
自
謂
與
堯
舜
同
體
、
而
不
悟
嗜
慾
汚
染
之
所
因
。
㉑是

自
欺
也
。
㉒或

失
則
誣
。
皆
非
㉓所

謂
善
學
也
」。
然
則
先
生
之
所
自
信
與
其
所
自

立
者
、
有
可
知
矣
。

【
校
勘
】

　
予
以
東
廓
先
生
之
集
　
重
刊
丁
賓
本
は
「
郭
」
に
作
る
。

【
訓
読
】

嘉
靖
の
乙
酉
の
秋
、
予 

緒
山
子
と
偕
に
冲
玄
の
會
に
赴
く
に
、
道
に
睦
州
に
出
づ
。
少
府
の
對
崖
周
子 

予
に
示
す
に
東
廓
先
生
の
集
を
以

て
し
、「
此
れ
第
三
續
稿
な
り
」
と
曰
ひ
、
且
つ
之
れ
に
言
を
屬
す
。
予 

惟
み
る
に
先
生
の
集 

人
に
傳
は
る
こ
と
久
し
く
、
初
稿
は
廣
徳
に

刻
せ
ら
れ
、
次
は
維
揚
に
刻
せ
ら
れ
、
今
ま
復
た
睦
州
に
刻
せ
ら
る
。
其
の
前
後
に
見
る
所
に
淺
深
精
粗
の
異
な
り
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
と
雖
も
、

而
も
脩
詞
命
意
は
、
一
に
惟
だ
師
説
を
之
れ
守
る
の
み
な
れ
ば
、
則
ち
先
後
の
反
覆
、
未
だ
嘗
て
少
し
も
變
ず
る
所
有
ら
ざ
る
な
り
。

先
師
の
説
は
良
知
を
以
て
宗
と
為
す
。
良
知
と
は
、
本
性
の
靈
、
誠
の
原
に
し
て
物
の
則
な
り
。
意
と
は
其
の
幾
な
り
。
物
と
は
其
の
日
に

見
る
可
き
の
行
ひ
な
り
。
幾
に
觸
れ
て
應
じ
、
應
じ
て
常
に
寂
、
物
に
因
り
て
感
じ
、
感
じ
て
常
に
静
な
り
。
虚
實
相
ひ
生
じ
、
有
無 

相
ひ

形
は
る
れ
ば
、
以
て
致
詰
す
可
か
ら
ず
。
是
の
義
や
、
及
門
の
士
、
孰
か
之
れ
を
聞
か
ざ
る
、
孰
か
之
れ
を
言
ふ
能
は
ざ
る
。
然
れ
ど
も
能
く

實
に
其
の
知
を
致
し
、
守
り
て
變
ぜ
ざ
る
者
は
、
盖
し
其
の
儔 

鮮
し
。
先
生
の
才
力
譽
望
、
自
ら
命
ず
る
に
足
る
こ
と
有
る
を
以
て
、
使も

し
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其
の 
更
に
一
説
を
加
へ
て
以
て
之
れ
に
抗
は
ば
、
亦
た
以
て
教
へ
を
章
ら
か
に
し
て
世
に
鳴
る
に
足
り
て
、
先
生
の
心
は
、
則
ち
忍
び
ざ
る

所
有
る
な
り
。

夫
れ
學
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
こ
と
、
茲
こ
に
千
百
年
な
り
。
世
の
學
ぶ
者
、
意
見
の
偏
に
沿
習
し
、
測
度
假
借
し
、
虚
妄
に
溺
る
る
に
非
ず

ん
ば
、
則
ち
支
離
に
入
り
て
、
中
行
は
既
に
鮮
く
、
法
守
は
稽
ふ
る
無
し
。
而
る
に
先
師 

首
め
て
良
知
の
説
を
倡
へ
、
一
人 

其
の
間
に
呶
呶

す
る
を
以
て
、
寖
く
幽 
寖
く
明
、
僅
僅
と
し
て
以
て
今
日
有
る
は
、
盖
し
亦
た
艱
し
。
幸
ひ
と
す
る
所
は
良
知
の 

人
に
在
り
て
、
自
ら
泯
ぼ

す
容べ

か
ら
ず
、
苟
し
く
も
意
見
に
泥
み
て
、
先
づ
不
然
の
心
を
横
た
ふ
る
に
非
ず
ん
ば
、
未
だ
之
れ
を
聞
き
て
信
ぜ
ざ
る
者
有
ら
ず
。
吾
人 

相
ひ
與
に
意
を
一
に
し
て
發
明
し
、
宣
暢
し
て
之
れ
を
引
長
す
る
す
ら
、
猶
ほ
告
ぐ
る
者
の
瀆け

が

し
て
信
ず
る
者
の
未
だ
至
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐

る
。
况ま

し
て
更
に
一
説
を
加
へ
、
以
て
其
の
惑
ひ
を
滋
す
に
忍
び
ん
や
。

昔む
か
し者 

孔
子
の
門
人
、
各
お
の
其
の
見
る
所
を
以
て
學
と
為
し
、
而
る
後
に
散
じ
て
四
方
に
之ゆ

き
、
相
ひ
統
一
す
る
こ
と
莫
し
、
故
に
之
れ

を
傳
ふ
る
こ
と
弊
無
き
こ
と
能
は
ず
。
其
の
深
く
信
じ
て
其
の
宗
を
失
は
ざ
る
者
を
求
む
れ
ば
、
顔
・
曽
氏
の
外 

聞
ゆ
る
無
し
。
是
れ
同
じ

く
孔
子
を
誦
法
す
と
為
す
と
雖
も
、
而
も
意
見
の
私
、
以
て
之
れ
を
累
は
す
こ
と
有
る
な
り
。
今
日
の
弊
、
亦
た
居
然
と
し
て
見
る
可
し
。
先

生 

良
知
の
訓
へ
を
服
膺
し
、
聞
く
に
縁
り
て
修
め
て
、
悟
に
入
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
欲
を
寡
な
く
し
て
以
て
静
と
為
る
も
、
虚 

為
る
に
非
ざ

る
な
り
。
物
に
應
じ
て
以
て
常
と
為
る
も
、
支 

為
る
に
非
ざ
る
な
り
。
教
學
は
相
ひ
長
じ
、
教
を
以
て
學
と
為
し
、
得
る
所
を
以
て
餘
有
り

と
為
す
を
せ
ず
。
習
見 

捨
て
難
く
、
未
だ
微
に
通
ず
る
能
は
ざ
る
を
以
て
、
本
體
に
復
完
す
る
を
以
て
足
ら
ず
と
為
す
は
、
其
の 

心
を
用
ふ

る
こ
と
勤
め
り
と
謂
ふ
可
し
。
之
れ
を
譬
ふ
れ
ば
克
家
の
子
、
日
に
幹
蠱
に
勤
め
、
謹
み
て
家
法
を
守
り
、
惟
だ
更
改
廢
墜
す
る
所
有
り
て
、

以
て
不
孝
に
陥
ら
ん
こ
と
を
恐
る
る
の
み
。
此
れ
正
に
同
門
の
及
ぶ
能
は
ざ
る
所
に
し
て
、
學
の 

日
に
精
深
に
躋
り
て
未
だ
已
ま
ざ
る
も
の

な
り
。
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常か
つ

て
學
者
に
語
り
て
曰
は
く
、「
後
世
の
講
學
は
、
習
染
の
後
よ
り
之
れ
を
言
ひ
、
退
然
と
し
て
聖
人
を
以
て
及
ぶ
可
か
ら
ず
と
為
し
て
、

良
知
の
本
體
は
原も

と
よ
り
堯
舜
と
異
な
る
こ
と
無
き
を
察
せ
ず
。
是
れ
自
ら
畫か

ぎ

れ
る
な
り
。
或
い
は
餒
う
る
に
失
す
。
其
の
或
い
は
傲
然
と
し

て
自
ら
堯
舜
と
體
を
同
じ
く
す
る
と
謂
ひ
て
、
嗜
慾
汚
染
の
因
る
所
を
悟
ら
ず
。
是
れ
自
ら
欺
く
な
り
。
或
い
は
誣
ふ
る
に
失
す
。
皆
な
所
謂

ゆ
る
善
學
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
然
ら
ば
則
ち
先
生
の
自
ら
信
ず
る
所
と
其
の
自
ら
立
つ
所
と
の
者
は
、
知
る
可
き
こ
と
有
り
。

【
現
代
語
訳
】

嘉
靖
の
乙
酉
（
四
年
）
の
秋
、
予

わ
た
し

は
緒
山
と
と
も
に
冲
玄
の
定
例
会
に
赴
く
道
す
が
ら
、
睦
州
（
浙
江
省
建
徳
市
）
に
出
た
。
少
府
の
周
対

崖
（
詳
細
不
明
）
は
、
予
に
東
廓
先
生
の
文
集
を
み
せ
、「
こ
れ
は
三
つ
目
の
続
摘
稿
で
す
」
と
言
い
、
そ
の
う
え
序
文
を
依
頼
し
て
き
た
。
予

が
思
う
に
、
先
生
の
文
集
が
人
々
の
間
に
伝
わ
っ
て
か
ら
久
し
い
が
、
初
稿
は
広
徳
（
安
徽
省
）
で
刊
刻
さ
れ
、
次
稿
は
維
揚
（
江
蘇
省
）
で
刊

刻
さ
れ
、
今
般
ま
た
睦
州
で
刊
刻
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
後
に
見
え
る
文
章
の
深
さ
や
精
密
さ
に
違
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

し
か
し
〔
そ
の
〕
言
葉
づ
か
い
や
込
め
ら
れ
た
意
図
は
、
ひ
と
え
に
先
師
（
王
守
仁
）
の
説
を
守
っ
て
お
り
、
各
文
集
に
繰
り
返
し
が
あ
っ
て
も
、

〔
師
説
に
対
し
て
〕
変
更
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
で
は
少
し
も
な
い
の
で
あ
る
。

先
師
の
説
は
、
良
知
を
宗
旨
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
良
知
と
は
、
本
性
の
霊
、
誠
の
根
源
で
あ
っ
て
事
象
の
法
則
で
あ
る
。
意
と
は
良
知
の

幾き
ざ
し

で
あ
り
、
物
と
は
良
知
に
よ
っ
て
日
々
見
る
こ
と
の
で
き
る
行
い
で
あ
る
。
幾
に
触
れ
る
と
応
じ
る
が
、
応
じ
て
も
常
に
寂
然
と
し
て
お
り
、

事
象
に
よ
っ
て
感
じ
る
が
、
感
じ
て
も
常
に
静
で
あ
る
。〔
こ
こ
に
〕
心
と
対
象
と
が
関
係
と
し
て
生
じ
、
有
無
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ

れ
以
上
究
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
つ
い
て
、
門
人
た
ち
の
な
か
で
聞
い
た
こ
と
が
な
い
も
の
は
お
ろ
う
か
。
言
う

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
お
ろ
う
か
。
し
か
し
本
当
に
そ
の
良
知
を
発
揮
し
、〔
堅
く
〕
守
っ
て
変
わ
ら
な
い
者
は
、
少
な
い
よ
う
に
思
う
。（
東
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廓
）
先
生
の
才
力
名
声
は
、
自
ら
任
ず
る
に
足
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
も
し
更
に
〔
師
説
に
〕
一
説
を
加
え
て
自
説
と
拮
抗
さ
せ
て
も
、

や
は
り
教
え
を
明
ら
か
に
し
て
世
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、〔
そ
の
よ
う
に
し
な
か
っ
た
の
は
〕
先
生
の
お
心
と
し
て
は
、
忍
び

な
い
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
っ
た
い
学
問
が
明
ら
か
で
な
く
な
っ
て
か
ら
、
千
百
年
が
経
つ
。
世
の
学
ぶ
も
の
は
、
意
見
の
偏
り
に
沿
っ
て
習
い
、〔
む
や
み
と
〕
推
し

量
っ
て
〔
外
か
ら
〕
借
り
て
く
る
ば
か
り
で
、
虚
妄
に
溺
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
支
離
に
入
り
、
中
道
を
得
た
者
は
少
な
い
う
え
に
、
法
守
（
法
度

に
よ
っ
て
自
ら
守
る
）
に
つ
い
て
は
考
え
る
す
べ
も
な
い
。
そ
こ
で
先
師
は
、
ま
ず
良
知
の
説
を
唱
え
、
た
っ
た
お
一
人
で
そ
の
間
に
声
を
あ
げ
、

〔
そ
の
こ
と
で
良
知
は
〕
徐
々
に
奥
深
い
も
の
と
な
り
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
辛
う
じ
て
今
日
を
迎
え
え
た
の
は
、
大
変
な
こ
と
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
幸
運
な
こ
と
に
、
良
知
は
人
に
具
わ
っ
て
い
て
み
ず
か
ら
失
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
も
し
意
見
に
と
ら
わ
れ
た
り
、
先

入
観
を
も
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
聞
い
て
信
じ
な
い
人
は
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
と
も
に
ひ
た
す
ら
〔
師
説
を
〕
明
ら
か
に
し
、
敷
衍

し
て
詳
し
く
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
告
げ
る
者
が
誤
り
伝
え
て
、
信
じ
よ
う
と
す
る
者
が
確
信
し
き
れ
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
。
ま
し

て
さ
ら
に
一
説
を
加
え
る
こ
と
で
、
そ
の
惑
い
を
増
長
す
る
こ
と
な
ど
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

む
か
し
孔
子
の
門
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
学
問
だ
と
し
た
の
で
、
そ
の
後
に
散
ら
ば
っ
て
四
方
に
行
く
と
、〔
学
問
が
〕
統
一
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
学
問
を
伝
え
る
こ
と
に
弊
害
が
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
門
人
た
ち
の
な
か
で
も
、
孔
子
の
学

問
を
深
く
信
じ
て
宗
旨
を
失
わ
な
か
っ
た
者
を
求
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
顔
子
・
曽
子
の
ほ
か
に
は
誰
も
い
な
い
。
そ
れ
は
、
同
じ
く
孔
子
を

手
本
と
し
な
が
ら
も
、
個
人
的
な
思
い
込
み
が
累
を
な
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
日
の
弊
害
も
、〔
こ
こ
か
ら
〕
は
っ
き
り
分
か
る
で
あ

ろ
う
。（
東
廓
）
先
生
は
良
知
の
教
え
を
身
に
つ
け
、
実
際
に
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
修
め
、
悟
り
に
入
ろ
う
と
さ
れ
た
。
欲
を
寡
な
く
し
て
静

謐
と
な
っ
て
も
、
虚

か
ら
っ
ぽ

で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
物
に
応
対
し
て
恒
常
性
を
保
持
し
え
て
も
、
支

ば
ら
ば
ら

で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
教
え
る
こ
と
と
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学
ぶ
こ
と
と
は
互
い
に
補
い
あ
う
も
の
と
し
、
教
え
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
だ
と
考
え
て
、
学
び
得
た
こ
と
を
そ
れ
で
十
分
だ
と
は
お
も
わ
な
か

っ
た
。〔
ま
た
〕
習
見
を
捨
て
が
た
く
微
妙
な
と
こ
ろ
に
ま
で
到
達
で
き
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、〔
心
の
〕
本
体
に
完
全
に
立
ち
返
る
に
は

ま
だ
不
足
だ
と
考
え
た
。
そ
の
心
配
り
は
周
到
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
を
た
と
え
る
な
ら
ば
、
家
を
支
え
る
息
子
が
父
親
の
〔
残

し
た
〕
事
業
に
日
々
勤
め
て
、
慎
重
に
家
法
を
守
り
、
変
更
を
加
え
た
り
途
切
れ
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
不
孝
に
陥
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
同
門
の
人
々
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、〔
先
生
の
〕
学
問
は
、
止
む
こ
と
な
く
日
に
日
に
精
密

で
深
淵
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

か
つ
て
学
生
に
語
っ
て
言
わ
れ
る
に
は
、「
後
世
の
学
問
を
講
じ
る
人
は
、
習
弊
に
染
ま
っ
た
後
か
ら
言
を
発
し
、
尻
込
み
し
て
聖
人
を
到

達
で
き
な
い
対
象
と
み
な
し
、
良
知
の
本
体
が
本
来
的
に
は
堯
舜
と
異
な
ら
な
い
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
自
分
か
ら
見
限
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、〔
気
が
〕
萎
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
傲
慢
に
も
自
分
は
堯
舜
と
本
体
が
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て
、
嗜

慾
汚
染
の
根
源
を
悟
ろ
う
と
し
な
い
。
こ
れ
は
自
分
を
欺
い
て
い
る
の
で
あ
り
、〔
本
体
を
〕
ゆ
が
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
い
わ
ゆ
る

善
学
で
は
な
い
」。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
先
生
が
ご
自
分
で
信
じ
て
い
る
こ
と
と
、
ご
自
分
が
立
っ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、〔
こ
こ
か
ら
〕
知

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
語
釈
】

①
嘉
靖
乙
酉
秋
予
偕
緒
山
子
赴
冲
玄
之
會
…
「
冲
玄
」
は
、
江
西
省
広
信
府
貴
渓
県
の
龍
虎
山
中
に
あ
る
道
観
。
冲
玄
で
の
講
会
は
、
嘉
靖
二

十
七
年
か
ら
は
じ
ま
り
、
以
後
毎
年
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
が
、
実
際
に
開
催
さ
れ
た
の
は
二
十
八
年
だ
け
で
あ
る
（
参
考
：
中
純

夫
氏
「
王
畿
の
講
学
活
動
」（『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
一
九
九
七
年
）。「
緒
山
子
」
は
銭
徳
洪
の
こ
と
。「
嘉
靖
乙
酉
」
は
嘉
靖
四
（
一
五
二
五
）
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年
に
あ
た
る
が
、
お
そ
ら
く
「
嘉
靖
己
酉
」
の
誤
り
で
あ
る
（
前
掲
中
氏
論
文
、
彭
国
翔
氏
「
王
龍
溪
先
生
年
譜
」
参
照
）。

②
少
府
對
崖
周
子
…
未
詳
。
鄒
守
益
「
冲
玄
錄
」
に
名
前
の
み
え
る
周
有
之
を
指
す
か
。

③
東
廓
先
生
之
集
…
本
序
文
に
関
連
す
る
鄒
守
益
の
文
集
の
刊
行
は
、
鄒
守
益
の
門
人
で
あ
る
陳
辰
に
よ
っ
て
『
初
稿
』（
佚
）
が
刊
行
さ
れ
、

次
い
で
『
摘
稿
』
が
嘉
靖
戊
戌
（
十
七
年
）
に
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
後
に
『
續
摘
稿
』（
佚
）
が
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
王
畿
の

序
文
は
こ
の
『
續
摘
稿
』
の
た
め
に
書
か
れ
た
。
右
に
挙
げ
た
文
集
の
う
ち
現
存
す
る
『
摘
稿
』
は
九
巻
本
で
、
現
在
、
台
湾
国
家
図
書
館
・

ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
林
春
の
序
文
お
よ
び
洪
垣
の
跋
文
を
収
め
る
。
陽
明
後
学
文
献
叢
書
『
鄒
守
益
集
』
の
編

校
説
明
で
は
、
王
畿
の
序
文
は
こ
の
『
摘
稿
』
の
た
め
に
草
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る
が
、『
續
摘
稿
』
の
誤
り
で
あ
る
。
張
衛
紅
『
鄒
東
廓

年
譜
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

④
脩
詞
命
意
…
「
脩
詞
」
は
詞
句
を
修
飾
す
る
こ
と
。「
命
意
」
は
、
主
旨
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

⑤
一
惟
師
説
之
守
…
鄒
守
益
が
王
守
仁
の
説
を
実
直
に
守
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
門
や
門
人
な
ど
の
言
葉
か
ら
多
く
伺
え
る
。

た
と
え
ば
「
壽
鄒
東
廓
翁
七
袠
中
序
」
に
、「
先
生
之
事
先
師
四
十
餘
年
、
於
先
師
之
學
終
始
発
明
、
惟
歸
一
路
、
未
嘗
別
為
立
説
、
以
眩

學
者
之
聽
聞
」
と
あ
る
の
は
、
後
文
と
も
関
連
す
る
。

⑥
良
知
者
本
性
之
靈
〜
不
可
以
致
詰
…
『
龍
谿
王
先
生
會
語
』
巻
一
「
冲
玄
會
紀
」
に
、「
先
師
提
掇
良
知
二
字
、
乃
是
千
聖
秘
密
藏
。
虞
廷

所
謂
「
道
心
之
微
」、
一
念
靈
明
、
無
内
外
、
無
寂
感
。
吾
人
只
是
不
昧
一
念
靈
明
、
便
是
致
知
。
隨
時
隨
物
、
不
昧
此
一
念
靈
明
、
便
是

格
物
。
良
知
是
虚
、
格
物
是
實
、
虚
實
相
生
、
天
則
乃
見
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
南
遊
会
紀
」
に
「
格
物
之
物
是
感
應
之
實
事
。
從
無
聲
無

臭
凝
聚
出
來
、
合
内
外
之
道
也
。
致
知
不
在
格
物
、
便
會
落
空
。
良
知
是
寂
然
之
體
、
物
是
所
感
之
用
、
意
是
寂
感
所
乘
之
機
」
と
あ
る
。

⑦
中
行
既
鮮
…
『
論
語
』
子
路
篇
に
「
子
曰
、『
不
得
中
行
而
與
之
、
必
也
狂
狷
乎
。
狂
者
進
取
、
狷
者
有
所
不
爲
也
』」
と
あ
り
、
朱
注
に
「
行
、
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道
也
。
…
…
蓋
聖
人
本
欲
得
中
道
之
人
而
教
之
、
然
既
不
可
得
、
而
徒
得
謹
厚
之
人
、
則
未
必
能
自
振
拔
而
有
爲
也
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。

⑧
法
守
無
稽
…
『
孟
子
』
盡
心
下
篇
に
「
上
無
道
揆
也
、
下
無
法
守
也
、
朝
不
信
道
、
工
不
信
度
、
君
子
犯
義
、
小
人
犯
刑
、
國
之
所
存
者
幸

也
」
と
あ
り
、
朱
注
に
「
法
守
、
謂
以
法
度
自
守
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。

⑨
先
横
不
然
之
心
…
先
入
観
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
こ
と
。
用
例
と
し
て
『
王
文
成
公
全
書
』
巻
三
十
一
下
に
収
載
す
る
、「
山
東
郷
試
録
」

策
問
の
第
四
問
に
対
す
る
程
策
に
、「
大
抵
聞
人
之
言
、
不
能
平
心
易
氣
、
而
先
橫
不
然
之
念
、
未
有
能
見
其
實
然
者
也
」
と
あ
る
。

⑩
宣
暢
…
『
毛
詩
』
大
雅
・
崧
高
「
四
國
於
蕃
、
四
方
於
宣
」
に
対
す
る
鄭
箋
に
、「
四
方
恩
澤
不
至
、
則
往
宣
暢
之
」
と
あ
っ
て
、
広
め
る

の
意
。

⑪
昔
者
孔
子
之
門
人
…
『
史
記
』
儒
林
列
伝
に
「
自
孔
子
卒
後
、
七
十
子
之
徒
散
游
諸
侯
、
大
者
爲
師
傅
卿
相
、
小
者
友
教
士
大
夫
、
或
隱
而

不
見
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。

⑫
散
之
四
方
…
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
お
よ
び
公
孫
丑
下
篇
に
見
え
る
「
壯
者
散
而
之
四
方
者
幾
千
人
矣
」
を
踏
ま
え
る
。

⑬
誦
法
孔
子
…
『
史
記
』
秦
本
紀
に
、「
始
皇
長
子
扶
蘇
諫
曰
、『
天
下
初
定
、
遠
方
黔
首
未
集
、
諸
生
皆
誦
法
孔
子
、
今
上
皆
重
法
繩
之
、
臣

恐
天
下
不
安
。
唯
上
察
之
」
と
あ
る
。

⑭
意
見
之
私
有
以
累
之
也
…
良
知
の
正
常
な
は
た
ら
き
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
、王
畿
は
頻
繁
に「
意
見
」を
挙
げ
る
。「
冲
元
會
紀
」に
、「
吾

人
今
日
致
知
功
夫
不
得
力
、
第
一
意
見
爲
害
最
重
。
意
見
是
良
知
之
賊
」
と
あ
り
、
ま
た
『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
巻
三
「
宛
陵
觀
復
樓
晤
語
」

に
、「
吾
人
今
日
之
病
、
莫
大
於
意
見
。
著
於
意
、
則
不
能
静
以
貞
動
、
著
於
見
、
則
不
能
虚
以
適
變
。
不
虚
不
静
、
則
不
能
空
。
意
見
者
、

道
之
賊
也
」
と
あ
る
。
個
人
的
な
思
い
込
み
の
こ
と
。

⑮
先
生
服
膺
良
知
之
訓
…
「
服
膺
」
は
、『
中
庸
章
句
』
に
「
子
曰
、『
回
之
爲
人
也
、
擇
乎
中
庸
、
得
一
善
、
則
拳
拳
服
膺
而
弗
失
之
矣
』」
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と
あ
る
。

⑯
教
學
相
長
…
教
え
る
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
と
が
相
補
的
関
係
に
あ
る
こ
と
を
言
う
。『
禮
記
』
学
記
篇
に
「
是
故
學
然
後
知
不
足
、教
然
後
知
困
。

知
不
足
然
後
能
自
反
也
。
知
困
然
後
能
自
強
也
。
故
曰
『
教
學
相
長
』
也
」
と
あ
る
。

⑰
克
家
之
子
日
勤
幹
蠱
…
「
克
家
（
家
を
克
く
す
）」「
幹
蠱
（
蠱こ

と

を
幹
す
）」
は
と
も
に
『
周
易
』
を
典
拠
と
す
る
。「
克
家
」
は
蒙
卦
の
九
二
の

爻
辞
に
「
包
蒙
吉
、
納
婦
吉
、
子
克
家
」
と
あ
り
、
子
が
家
を
支
え
る
こ
と
。
ま
た
「
幹
蠱
」
は
、
蠱
卦
の
初
六
お
よ
び
九
三
の
爻
辞
に
「
幹

父
之
蠱
」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
き
、
子
が
父
の
残
し
た
仕
事
を
継
ぎ
、
果
た
す
こ
と
。

⑱
常
語
學
者
曰
…
同
様
の
表
現
が
、「
貢
院
聚
講
語
」（『
東
廓
鄒
先
生
文
集
』
巻
七
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

東
廓
子
曰
、「
後
世
講
來
講
去
、
往
往
自
習
染
之
後
言
之
、
環
視
病
症
、
與
正
學
許
多
妨
礙
。
故
退
然
以
聖
人
爲
不
可
學
、
而
不
察
良
知

本
體
原
與
堯
舜
無
異
。
邇
來
習
聞
良
知
之
説
矣
、
復
以
意
見
測
度
、
自
謂
與
聖
人
同
體
。
故
遂
以
任
意
爲
率
性
、
而
不
察
許
多
病
證
見
與

堯
舜
不
同
。
斯
二
者
、
其
害
道
均
也
。
孟
子
千
辛
萬
苦
争
箇
性
善
、
正
是
直
指
本
體
、
使
學
者
安
身
立
命
、
自
成
自
道
、
更
無
寛
解
躲
避

去
處
、
中
間
種
種
過
惡
、
皆
是
自
欺
自
畫
、
原
不
是
性
中
帶
來
。
…
…
善
學
者
必
反
觀
内
照
、
直
求
本
體
、
果
無
所
障
、
則
亦
臨
亦
保
、

亦
式
亦
入
、
方
是
競
競
業
業
、
純
亦
不
已
一
派
源
流
、
况
於
有
障
而
忍
於
自
欺
自
畫
乎
哉
」。

　
な
お
、
こ
の
と
き
に
講
会
を
主
催
し
た
徐
階
に
よ
る
、「
明
故
南
京
國
子
監
祭
酒
贈
禮
部
右
侍
郎
諡
文
莊
鄒
公
神
道
碑
銘
」（『
世
經
堂
集
』
巻

十
九
）
に
も
、
ほ
ぼ
同
じ
文
が
引
か
れ
る
。

⑲
是
自
畫
也
…
『
論
語
』
雍
也
篇
に
「
子
曰
、『
力
不
足
者
、
中
道
而
廢
。
今
女
畫
』」
と
あ
る
。
ま
た
前
注
⑱
中
の
鄒
守
益
の
言
葉
も
参
照
。

⑳
或
失
則
餒
…
「
或
失
則
〜
」
と
い
う
表
現
は
、『
禮
記
』
学
記
篇
に
「
學
者
有
四
失
、
教
者
必
知
之
。
人
之
學
也
、
或
失
則
多
、
或
失
則
寡
、

或
失
則
易
、
或
失
則
止
。
此
四
者
、
心
之
莫
同
也
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
後
文
の
「
或
失
則
誣
」
も
同
じ
。「
餒
」
と
は
、『
孟
子
』
公
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孫
丑
上
に
、「
其
爲
氣
也
配
義
與
道
、
無
是
餒
也
」
と
あ
り
、
朱
注
に
「『
餒
』、
飢
乏
而
氣
不
充
體
也
」
と
あ
る
の
を
受
け
る
。

㉑
是
自
欺
也
…
『
大
學
章
句
』
伝
六
章
に
「
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
。
故
君
子
必
慎
其
獨
也
」

と
あ
る
。

㉒
或
失
則
誣
…
前
注
⑳
参
照
。
な
お
、
注
⑱
中
の
鄒
守
益
の
言
葉
の
省
略
部
分
に
は
、「
苟
當
障
翳
之
目
、
病
苦
侵
尋
、
而
遂
以
離
婁
爲
不
可
希
、

不
幾
於
誣
本
體
者
乎
」
と
あ
る
。

㉓
所
謂
善
學
…
『
禮
記
』
学
記
篇
に
「
善
學
者
、
師
逸
而
功
倍
、
又
從
而
庸
之
」
と
あ
る
。




